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学 位 規 則 第 5 条 第 2 項 該 当
暖冬期の寒天製造中における トコロテンの変敗防止に関する研究
(主 査)
論 文 調査委員 教 授 木 俣 正 夫 教 授 緒 方 浩 一 教 授 門 田 元 . J■J
論 文 内 容 の 要 旨
寒天は毎年12月下旬から翌年 2 月下旬までの厳寒期に製造されるが, この製造時期が比較的温暖な場合
には トコロテンは製造工程中に凍結不十分のために変放して凝固力を失 うばか りでなく, 黄橿色もしくは
紅燈色に着色し, ゼリー強度は弱くなり, 仕上った寒天の商品価値はいちじるしく低落する｡ これを業者




第 2 章では 〝ダソカソ〝現象の進行過程を詳細に述べている｡ 〝ダソカソ〝は気温が高いほど, また ト
コロテンのゼリー強度が低いものの場合ほど速かに発生する｡ 〝ダソカソ〝現象において トコロテンは外
観的に変化するばかりでなく, 還元糖は増加し, 比粘度およびゼリ- 強度は急速に低下する｡ トコロテン
の変数の程度とその トコロテンから仕上った寒天の品質の劣化の程度との間には密接な相関がある｡ 〝ダ
ソカソ〝は寒天筆上に並べられた トコロテンの下層部すなわち寒天箕のワラナワとの接触部か らは じま




調べ, 寒天製造工場の器具 ･用水 ･その他多くのものにこれ らの細菌が広く分布し, とくに汚染寒天筆の
ワラナワ部分は108 - 10 9 / 9 の細菌が存在し, このうち107 - 109 / g が寒天分解細菌なることか確かめ,
〝ダソカソ〝発生の主要因が汚染寒天筆の使用にあたることを細菌学的にも証明した｡ これらの寒天分解
細菌は P seudom onas lacunogenes, P seudom onas segnlS, P seudom onas perfectom arinus, お
よび B acterium rhodom elae の 4 種に分類同定され, とくに P . 1actln Ogen eS は出現頻度がもっとも高
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いばか りでなく寒天分解能も強く, しかも黄樺色の色素を産生し, 〝ダソカソ〝発生に主動的役割 りをは
たしていることを確認している｡ また 〝ダソカソ 〝 現象 の一要因である 着色に関与す る細菌 として
F lavobacterium 4 種, P seudom onas 4種, C orynebacterium 2 種, B acterium l 種, M icrococcus




第 6 章は寒天筆の防腐剤処理による 〝ダソカソ〝防止についての記述である｡ 諸種の防腐剤を用い, い
ろいろの濃度で試験し有効塩素量 140- 280ppm の次亜塩素酸ソーダ溶液に寒天箸を 30- 60 分浸漬して
使用すればいちじるしい 〝ダソカソ〝 防止効果があ り, 経済性を考慮に入れ実用上の処理条件としてこれ
が最適なることを確認している｡
第 7 葦は 〝ダソカソ〝発生が汚染寒天筆の使用にあることから, 汚染され難いと考えられる塩化ビニー
ル製パイプをビニロンで編んだ寒天筆を試作し, これを用いて 〝ダソカソ〝防止を試みた記述である｡ こ
れの使用によってある程度 〝ダンカソ〝は防止されるが繰 り返して使用すればヨシ筆ほどではないが, 吹
第に汚染され 〝ダソカソ〝 の発生がみられるように なる｡ したがって これの使用のみで完全に 〝ダソカ
ソ〝を防止することはできない｡
第 8 章では上述の研究成果を基礎として実際に寒天工場で寒天を製造し, その場合におけ る 〝ダソカ
ソ〝防止の方法を種々の点から吟味検討している｡ 寒天工場における 〝オンカソ〝防止方法としては, 使
用する寒天筆を市販の10% 次亜塩素酸ソーダ溶液の 1 / 1 , 000溶液に60分浸潰すること, さらに過酸化水
素水 l / 5, 000- 1 / 10, 000を トコロテンに添加すること, あるいは硫酸を添加して トコロテンの pH 価
を調整して酸性(pH 4.5 附近) に保持することなどの手段を気象条件とくにそのときの気温に応じて併
用するのが最良の方法であることを明らかにしている｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
寒天はわが国の特産品として広く海外に知られ, わが匡廿 世界における寒天の生産国ならびに輸出国と
しての王座を占めている｡大阪府 ･京都府 ･兵庫県の 2 府 1県はわが国における主要生産地である｡しかる
にこれ らの地方では寒天製造時期の厳寒期にも比較的温暖な気候が多く, トコロテンは製造中に変放し,
いわゆる 〝ダソカソ〝となり損失をこうむることが少なくない｡
本論文はこの 〝ダソカソ〝現象を詳細に追究解明し, さらにその成果を基礎として 〝ダソカソ〝発生の
防止方法をあ らゆる角度から研究し, 実際に応用できる方法を確立したものである｡
〝ダソカソ〝は寒天分解細菌および色素産生細菌の発育によって生じることが従来ある程度明らかにさ
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れていたが, 詳細については全く不明であった｡ 著者は上述の事実を実証確認するとともに寒天分解細菌
の分布状態を明らかにし, かつこれらの細菌を分離して種名を同定し, 4種に分塀し得た｡ なおこれ らの
細菌の性状を詳細に研究し, P seudom onas lacunogenes が 〝ダソカソ〝にもっとも大きな役割を演じ
ていることを明らかにするとともに 〝ダンカソ〝を生じる直接の要因は汚染寒天貨の使用にあることを確
かめ, これの殺菌処理と防腐剤などを トコロテンに添加するなど各種の方法を考案比較検討して実用上十
分利用し得られる 〝ダソカソ〝防止方法を確立した｡
以上の新知見は学術上のみならず産業上に貢献するところがすこぶる大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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